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Vocational identity status of different age groups 
―A study of Japanese company employees― 
 
 




This paper investigated Japanese company employees’ vocational identity statuses of 
different age groups by using a sample of 401 participants. Six vocational identity statues 
were derived by means of cluster analysis. The main differences between different age 
groups showed that at their 20s level and 30s level, most of their vocational identity stayed 
in the moratorium status and the diffusion status; at their 40s level, the most Japanese 
employees’ vocational identity changed to the achievement status and at their 50s level, 
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れている（Fadjukoff & Kroger, 2016; Savickas, 1985; Vondracek, 1992）。また、職業
的アイデンティティは、イデオロギーや宗教等のアイデンティティの他の側面よ
りも早く発達することも実証されている（Skorikov & Vondracek, 1998）。さらに、
職業的アイデンティティの発達は、個人の精神的健康と心理的適応に深く関わっ
ており（Lannegrand-Willems, Perchec, & Marchal, 2015）、個人のキャリア選択、
キャリア・セルフエフィカシーおよび就職後の適応にも大きな影響を与えている
ことが検証されている（e.g., Gushue, Clarke, Pantzer & Scanlan, 2006; Hirschi, 2011; 
Leong & Morris, 1989）。 






















型、拡散型という 4 種類に分類することができると唱えている。 
 Marcia（1966）のアイデンティティ・ステイタスのモデルを応用し、職業的ア
イデンティティ・ステイタスも同じような 4 つの種類に分類できることが実証さ










 Porfeli, Lee, Vondracek, & Weigold（2011）は、Erikson（1968 岩瀬訳 1982）と
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Marcia（1966）の研究アプローチに従い、新たな職業的アイデンティティ・ステ
















































（a）達成型 高い 高い 低い 
（b）モラトリアム型 低い 高い 高い 
（c）早期完了型 高い 低い 低い 
（d）拡散型 低い 低い 高い 
（e）探索モラトリアム型 高い 高い 高い 








期においてすでに芽生えているものである（Skorikov & Vondracek, 2007, 2011; 
Waterman & Archer, 1990）。青年期に入り、職業的アイデンティティの発達は、中
核的発達課題になっているものの、青年期にとどまらず、成人期、壮年期、老年






























Pulkkinen, & Kokko, 2005, 2010, 2016; Pulkkinen & kokko, 2000）。Fadjukff 他の一連
の研究では、Marcia（1966）のアイデンティティ・ステイタスのモデルを用い、
27 から 50 歳までのフィンランド人のアイデンティティの変容に関して、縦断調
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人の生涯をかけた課題であるにもかかわらず、成人後期以降の職業的アイデン












 2019 年 4 月から 7 月までに、日本国内最大級のクラウド・ソーシングサイト
（Lancers）を通じて、日本国内で働いている日本人企業就業者（21 歳から 59 歳）
を対象に募集した。質問紙調査への参加者の案内を Lancers に掲載した。関心の




ため、分析に使用したデータは、401 名であり、基本属性は表 2 の通りである。
そのうち、男性 244 名（60.8%）、女性 157 名（39.2%）であった。平均年齢は、
37.34 歳（SD＝8.17）であった。世代別で見ると、20 代 73 名（18.2%）、30 代 187






表 2 本論文のサンプル特性 
性別 (n=401) 男性 244(60.8) 女性 157(39.2) 
年齢 (n=401) 平均年齢 37.3 標準偏差 8.17 
結婚 
状況 




(n=401) 子どもがいる 122(30.4) 子どもがいない 279(69.6) 
学歴 (n=398) 
高校卒 64(16.1) 専門学校卒 53(13.3) 




1 年以上 2 年未満 18(4.5) 2 年以上 3 年未満 14(3.5) 
3 年以上 5 年未満 33(8.2) 5 年以上 7 年未満 36(9.0) 
7 年以上10年未満 43(10.7) 10 年以上 257(64.1) 
会社 
規模 
(n=400) 300 人未満 297(74.2) 300 人以上 103(25.8) 





















 質問項目は、Porfeli 他（2011）の職業的アイデンティティの 6 要素に合わせて、
広い探求 5 項目、深い探求 5 項目、コミットメント形成 5 項目、コミットメント









くそう思わない」という 5 件法を用いて測定した。 
 上述の調査協力者 401 名の回答データを用いて、職業的アイデンティティの 6
要素のクロンバックの α係数を求めたところ、広い探求 .80、深い探求 .68、コミッ
トメント形成 .65、コミットメントとの同一化 .66、コミットメントの柔軟性 .73、
自己不信 .73 であり、内的整合性が認められた1。 
 







 現在仕事に就いている日本人 401 名の職業的アイデンティティ・ステイタスの
標準化得点に基づき、2 段階法を使ったクラスター分析を行った（Gore, 2000; 
Luyckx, Goossens, Soenens, Beyers, & Vansteenkiste, 2005）。第 1 段階では、Ward 法、
ユークリッド平方距離による階層クラスターを用いて各クラスターの中心座標を
求めた。第 2 段階では、この第 1 段階で得られた座標を初期クラスターの中心の
座標として用い、k-means法によるクラスター分析を行った（IBM SPSS Statistics 






他（2010）の判断基準に依拠し、最終的にクラスター数を 6 に決定した。 
 
図 1 職業的アイデンティティ・ステイタスの標準化得点によるクラスター分析 
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 図 1 では、6 つのクラスターにおける職業的アイデンティティ・ステイタスの
6 要素の標準化得点（Z 値）が示されている。Pofeli 他（2011）に依拠すれば、
クラスター 1（99名、24.7%）では、コミットメントに関する再考次元の 2 要素
の得点が高く、コミットメント次元ならびに探求次元ともに得点が低かったた
め、このクラスターを拡散型と命名した。クラスター 3（97名、24.2%）では、







 それに対し、Pofeli 他（2011）では出現しなかったが、クラスター 2（10 名、
2.5%）では、すべての要素の得点が低かったという特徴を有していることが分
かった。その特徴は、Lannegrand-Willems, Perchec & Marchal（2015）の無問題化
拡散型のクラスターと類似しているため、同じく無問題化拡散型と名づけた。最













た（X 2 =28.15, d f=15, p<.05）。 
 
表 3．属性による職業的アイデンティティ・ステイタスの差 
属性 Χ2 df p 
年代別 28.15 15 .02 
性別 6.13 5 .29 
既婚/未婚 8.36 5 .14 
子どもの有無 3.27 5 .66 
学歴（大学・大学院卒／そうではない） 2.09 5 .84 
業種（製造業／非製造業） 10.36 5 .06 
 

























 本論文の目的は、20 代、30 代、40 代、50 代という 4 つの年代において、日本
人企業就業者の職業的アイデンティティの発達段階を明らかにすることである。
まず、本論文の調査対象者 401 名の職業的アイデンティティ・ステイタスをクラ
スター分析で分類したところ、拡散型が 99 名（24.7%）、モラトリアム型が 97 名





















合わせてみれば、40 代と 50 代に置かれている日本人企業就業者の割合が 50%ま





















 本論文では、日本人企業就業者 401 名を対象として、彼・彼女らの職業的アイ
デンティティ・ステイタスを分類し、拡散型、無問題化拡散型、モラトリアム型、
探索的早期完了型、早期完了型、達成型、という 6 つのステイタスが存在してい
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